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1．はじめに 　　　・

20 世 紀中には ，気 温 梅 面 気圧 ・海 面水温 など複数

の 異なる気候要素に お い て複数回の レ ジ
ー

ム ・シ フ トが

指摘 され て い る，こ れらは主 に熱帯太平洋海面水温 の

変化及びそ の 関連か ら説 明され て い るが ，
1980 年代後

半の シ フトは熱 帯の 海面水温 とは 関連せ ず ， 中緯度の

変 化 とし て述 べ られ て い る．ま た ，1980 年代後 半以 降

AO （Arctic・Oscil｝ation ）は 正 フ ェ イズが卓越する状態 へ と

変化し，ユ
ー

ラシ ア 北部 や 北アメリカ北部 の 積雪面積や

気温 の 変化 が 報告され て い る．しか し ながら，AO の 変

動 か らだけで は これ らの 変化 は 説明で きない ．本研 究

で は 1980年代後半に冬季気 温 の シ フ トが認 められ る地

域を明 らか にする．また ，シ フ トをより詳細 に議論すべ く，

AO 以外 の 大気循 環パ ターン との 関係 を冬季平均及 び

冬季 半旬値 を用 い て 考察する．

2．レジーム ・シフトが検出された地域

北半球冬季（12月から翌年 2 月）の 気 温 （NCEP ／NCAR

Reanalysis）に対し て以下 1）〜4）の 統計量を求めた．

ある年を境とした，

　 1）前後 5年の 平均値 の差

　2）前後 10年の 平均値 の 差

　3）前後 5年 を標本としたラペ ージ検 定量

　 4）前 後 10 年を標 本としたラペ ージ検定量

ラペ ージ検 定とは ， ある標本 の 値に対 して順位を付 け，

そ の 順位 に より標本間の 分布 の 位 置の ず れ と散 らば り

具合 を同 時に検 定す る検 定方法で ある．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 go°Nシ フ トをより明瞭に 捉 えるよう， 平 均値 の 差

とラペ ージ検定の 2種類 の 統計量を用 い
，

さらに 5 年 と ユ0 年 の 2 つ の期 間を設定し

た．

1980 年代後半に は 1987 年，88 年 ，89

年 の 3 ヵ 年に これ ら統 計量 が有 意 で ある地

域 の 組 織的分布 が見 られ る．1987 年 は 中

国内陸部 か ら本州南部及 び そ の 東海 上 へ

及 ぶ主 に北緯 40 度以南 の 地域（東ア ジ ア

南部），1988 年は ス カン ジナ ビ ア半 島末端

部を中心 とし た北欧 地 域 （ス カ ン ジ ナ ビ ア

西 部），1989 年は ユ ーラシ ア東部か ら北海

道を中 心 とし主に北緯 40 度以 北の 地 域

（東ア ジ ア 北部〉と，
スカ ン ジ ナ ビ ア 半 島北

岸を中心 とし た北欧 地域 （ス カ ン ジ ナ ビ ア

東 部）に ， 冬 季気温 の レジ ーム ・シ フトが検

出された（図 1）．

の 高 い 正 相 関がある．加 え て 北 欧 の 2 っ の 地 域 は

NAO （North　 Atlantic　 Oscillation）指数とも高 い 正 相関を

示 す ．また ，東 ア ジ ア 北部 地域 の 冬 季 平均 気 温 は

WP （West　 Pacific）指数とtj”e い 負 の 相 関，東ア ジ ア 南部

地域で は WP 指数と強 い 正 の 相 関を示 す，

冬季気温 の 季節 内推移を半 旬単位で み た場 合 ，1980

年代 後半以降の 気温 推移には 4 っ の 地域それぞれに

お い て 正 偏差となりや す い 時期が認 め られ る．例え ば

東ア ジア 南部地域の 冬季気 温は 12A 下旬から 1 月 中

旬と 2 月後半に気温正 偏差となりやすい 傾向がみ られ

る，また ， 気温 正 偏差が 1 σ 以 上 の 事例 に着 目する と，

東ア ジ ア南部以外 の 3 地域で は AO 正 フ ェ イズ
，
加 え て

北欧地 域では NAO 正 フ ェ イズ ，東ア ジア 北 部で は WP

負 フ ェ イズ が伴っ て い て い る揚合が多数を占め る ．東ア

ジア 南 部 の 冬 季 半旬気温 正 偏差に は WP 正 フ ェ イズが

伴う場合がほとん どであっ た，した が っ て冬季平均値で

み られ た気 温 と大気 循 環指 数との 関係が，半旬 の 時間

ス ケー
ル で も確認された．

4 つ の 地域 の うち 3 つ は ，1989年に 正 フ ェ イズ の 卓越

状態へと変化 した AO との 関連が認められる．加 えて 北

欧地域 は NAO とも関連し，1988年に 起きた NAO の 正

フ ェ イズ へ の 変 化の 影響 を局 所 的に 受けた地域 は ，

1988 年 にシ フ トが検 出され た．一方 ，東 ア ジ ア 南部 の 冬

季気温 は WP と関連し
，
　WP の ユ987 年か らの 変化と同

調する．冬季気 温と大気循環 との 関係は ， 冬季平均の

みならず ， 冬季半旬の 時間ス ケ
ー

ル で も確認された．
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1987 年 にシ フ トが 検 出され た東ア ジァ 南部　 図 11980 年代後半 に北半球冬 季気 温 の レ ジーム ・シ フ トが認め られる

以外の ・繊 は ， 冬季 平均 気温とA ・ 指数と 灘忽篤自，鞠 9駒 ，レ ジ．。 ．。 。 、、勸 、れ 。地 。。 分布．、 。 。 。，，量 。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 うち 有意水 準 10ZZで 有意 で あ っ た 統 計 の 数を 黒 丸 の 大 きさで 示す．
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